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「
マ
ー
ズ
・
サ
イ
ク
ラ
ー
の
帰
還
」

朱
鷺
田
祐
介

十
年
間
、
ず
っ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

あ
の
狂
気
、
あ
の
混
乱
、
そ
し
て
、
あ
の
閃
光
。

ニ
ュ
ー
・
ム
ン
バ
イ
を
忘
れ
な
い
。
絶
対
に
。

宇
宙
船
の
船
倉
の
底
に
も
モ
ス
ク
が
あ
る
。

そ
れ
は
地
球
が
滅
び
た
後
で
さ
え
、
神
が
人
々
の
心
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
証
だ
。

メ
ッ
カ
の
時
刻
に
合
わ
せ
、
礼
拝
を
知
ら
せ
る
声
が
響
き
、
船
倉
内
の
ム
ス
リ
ム
商
人
た
ち
が
ば
た

。

「

」
。

。

ば
た
と
店
を
閉
ざ
す

礼
拝
の
時
間
に
は

働
い
て
は
い
け
な
い

そ
ん
な
戒
律
す
ら
生
き
て
い
る

「
昼
の
礼
拝
の
時
間
か
」

ア
リ
シ
ア
・
ス
ミ
ス
は
、
船
倉
の
壁
に
背
を
も
た
せ
か
け
た
ま
ま
、
そ
う
呟
い
て
、
支
援
Ａ
Ｉ
が
メ

ッ
シ
ュ
に
流
れ
て
く
る
ク
ル
ア
ー
ン
の
一
節
の
引
用
を
始
め
る
の
を
精
神
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
押
し
留
め
た
。
説
教
を
聞
き
た
い
訳
じ
ゃ
な
い
。

彼
女
自
身
は
ム
ス
リ
ム
で
は
な
い
が
、
礼
拝
の
声
そ
の
も
の
は
、
あ
り
が
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い



2



3

た
。
地
球
と
火
星
を
結
ぶ
、
五
ヶ
月
も
の
長
い
航
海
の
間
、
あ
の
声
の
お
か
げ
で
、
一
日
の
周
期
が
ず

れ
ず
に
済
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

「
ち
ょ
っ
と
、
健
康
的
ス
ギ
る
ヨ
」

、

、

、

。

と

相
棒
の
ド
ン
が
煙
の
で
な
い
代
用
葉
巻
を
口
に
加
え
た
ま
ま

つ
ぶ
や
き

背
中
の
毛
を
か
い
た

ド
ン
は
半
知
性
化
さ
れ
た
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
だ
。
完
全
に
知
性
化
さ
れ
た
従
兄
弟
た
ち
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

バ

ブ

ー

ン

や
ゴ
リ
ラ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
は
異
な
り
、
彼
は
人
間
レ
ベ
ル
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
飼
い
主

と
人
語
で
会
話
し
、
人
間
の
習
慣
や
文
化
の
一
端
を
理
解
で
き
る
。

「
お
前
が
不
健
康
な
ん
だ
」
と
ア
リ
シ
ア
。

ド
ン
は
、
火
星
の
荒
野
で
喫
煙
を
覚
え
た
。

テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
が
進
ん
で
い
る
火
星
で
は
、
温
室
ガ
ス
が
足
り
な
い
と
か
で
、
二
酸
化
炭
素
を

発
す
る
よ
う
な
行
為
、
例
え
ば
、
喫
煙
な
ど
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

＃
知
恵
と
は
悪
徳
な
り
。

だ
が
、
宇
宙
船
の
内
部
で
は
話
が
違
う
。

限
ら
れ
た
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、
喫
煙
は
禁
止
さ
れ
、
ド
ン
は
煙
の
出
な
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い
代
用
葉
巻
で
我
慢
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
な
ん
で
、
宇
宙
船
ナ
ノ
サ
？
」
と
ド
ン
が
愚
痴
る

「
ア
リ
シ
ア
は
火
星
の
保
安
官
だ
ろ
？
」

。

そ
う
、
ア
リ
シ
ア
・
ス
ミ
ス
は
タ
ル
シ
ス
・
リ
ー
グ
か
ら
、
火
星
の
荒
野
の
法
執
行
を
委
託
さ
れ
た

レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
、
い
わ
ゆ
る
「
赤
い
荒
野
の
保
安
官
」
で
あ
る
。
こ
ん
な
宇
宙
船
の
船
倉
の
底
で
じ

っ
と
し
て
い
る
の
は
、
似
合
わ
な
い
話
だ
。

「
タ
ル
シ
ス
・
リ
ー
グ
の
仕
事
だ
」
と
、
ア
リ
シ
ア
は
傍
ら
の
レ
イ
ル
ガ
ン
・
ラ
イ
フ
ル
を
取
り
上
げ

て
立
ち
上
が
る

「
地
球
＝
火
星
周
回
船
の
保
安
要
員
が
足
り
な
い
か
ら
、
お
前
と
一
緒
に
乗
っ
て
い

。

マ

ー

ズ

・

サ

イ

ク

ラ

ー

け
と
さ
」

「
宇
宙
は
、
オ
イ
ラ
の
荒
野
じ
ゃ
な
い
」

ド
ン
が
ぶ
つ
く
さ
言
い
な
が
ら
、
ア
リ
シ
ア
の
後
に
続
く
。

分
か
っ
て
い
る
。
こ
い
つ
は
左
遷
か
、
誰
か
の
嫌
が
ら
せ
に
違
い
な
い
。

さ
も
な
く
ば
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
の
差
金
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
考
え
な
い
こ
と
に
し
た
。
と
り
あ

え
ず
、
今
の
義
体
（
火
星
高
地
仕
様
）
は
金
が
か
か
る
し
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
だ
。
仕

マ

ー

シ

ャ

ル

・

ア

ル

ピ

ナ

ー

事
が
あ
っ
て
、
維
持
費
が
出
る
な
ら
Ｏ
Ｋ
だ
。
こ
い
つ
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
、
安
っ
ぽ
い
ケ
ー
ス
型

機
械
外
殻
に
押
し
込
め
ら
れ
る
の
は
ま
っ
ぴ
ら
だ
。

ロ
ボ

ッ
ト

・
シ

ェ
ル

支
援
Ａ
Ｉ
が
よ
り
効
率
的
で
、
こ
の
船
の
中
で
手
に
入
る
生
体
義
体
の
値
段
リ
ス
ト
を
視
界
の
片
隅

ミ

ュ

ー

ズ

バ

イ

オ

モ

ー

フ
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に
置
い
た
が
、
無
視
し
た
。
ミ
ュ
ー
ズ
は
微
妙
な
感
情
の
機
微
を
感
じ
取
り
、
リ
ス
ト
を
潜
在
記
憶
野

に
移
動
し
、
検
索
機
能
を
一
段
階
落
と
し
た
。

入
れ
替
わ
り
に
、
潜
在
意
識
の
底
か
ら

「
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
」
の
言
葉
が
浮
か
び
上
が
る
。

、

＊

心
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
せ
よ
。

肉
体
は
入
れ
物
に
過
ぎ
な
い
。

交
換
せ
よ
。

死
は
単
な
る
病
気
だ
。

治
療
せ
よ
。

絶
滅
の
危
機
が
近
付
い
て
い
る
。

立
ち
向
か
え
。

＊
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魂
が
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ピ
ー
で
き
、
人
類
は
身
体
を
加
工
し
た
義
体
と
し
て
乗
り
換
え
て
行
く
こ
と
の

エ
ゴ

モ

ー

フ

モ

ー

フ

。

、

。

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
百
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る

金
さ
え
あ
れ
ば

人
類
は
無
限
に
生
き
ら
れ
る

低
限
度
の
食
料
や
空
気
、
生
活
物
資
な
ら
ば
、
国
家
や
宇
宙
居
住
区
が
保
有
す
る
コ
ル
ヌ
コ
ピ
ア
・

マ
シ
ン
が
作
っ
て
く
れ
る

「
豊
穣
の
角
」
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
ナ
ノ
テ
ク
万
能
合
成
装
置
は
社
会
の

。

低
ラ
イ
ン
を
完
全
に
カ
バ
ー
す
る
。
さ
ら
に
、
機
械
義
体
に
乗
り
換
え
れ
ば
、
電
力
さ
え
あ
れ
ば
、

食
事
も
空
気
も
睡
眠
も
い
ら
な
い
。
肉
体
を
捨
て
れ
ば
、
情
報
体
と
し
て
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

イ

ン
フ

ォ
モ

ー

フ

メ

ッ

シ

ュ

中
で
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
だ
が
、
金
が
な
け
れ
ば
、
不
自
由
な
だ
け
さ
」

ハ
ッ
チ
を
開
け
て
小
部
屋
を
出
る
と
、
広
大
な
船
倉
の
空
間
が
広
が
る
。

、

、

、

高
さ
十
メ
ー
ト
ル
余
り

幅
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上

奥
行
き
数
百
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
巨
大
な
船
倉
は

か
つ
て
、
火
星
移
民
船
と
し
て
巨
大
な
コ
ン
テ
ナ
を
腹
一
杯
詰
め
込
ん
で
き
た
。

今
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
雑
踏
だ
。

中
国
人
、
ム
ス
リ
ム
、
白
人
、
黒
人
、
あ
る
い
は
知
性
化
さ
れ
た
ゴ
リ
ラ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
右

往
左
往
し
て
い
る
。
義
体
は
安
く
て
生
命
維
持
が
楽
な
機
械
外
殻
が
多
い
が
、
生
ま
れ
た
ま
ま
の

ロ

ボ

ッ
ト

・

シ
ェ

ル



7

生
体
義
体
も
多
い
。
行
き
交
う
言
葉
も
雑
多
だ
。
響
き
渡
る
礼
拝
呼
び
か
け
は
ア
ラ
ビ
ア
語
だ
が
、
広

バ

イ

オ

モ

ー

フ

東
語
、
北
京
語
、
呉
越
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
、
英
語
、
韓
国
語
が
入
り
交
じ
る
。

火
星
周
回
船
。

マ

ー

ズ

・

サ

イ

ク

ラ

ー

地
球
と
火
星
の
間
の
重
力
井
戸
を
利
用
し
、
ほ
ぼ
推
進
剤
を
使
わ
ず
に
巡
回
航
路
を
周
回
す
る
超
巨

大
輸
送
船
で
あ
る
。
９
９
％
以
上
の
運
行
を
重
力
に
依
存
す
る
た
め
、
周
回
航
路
を
一
周
す
る
の
に
２

年
間
、
短
い
方
の
航
路
を
使
っ
て
も
、
火
星
＝
地
球
間
の
移
動
に
５
ヶ
月
を
要
す
る
も
の
の
、
推
進
剤

を
消
費
し
な
い
た
め
、
大
型
物
資
や
大
量
の
移
民
を
運
ぶ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の

計
画
を
積
極
的
に
推
進
し
た
中
国
政
府
は
、
火
星
移
民
船
を
多
数
、
マ
ー
ズ
・
サ
イ
ク
ラ
ー
と
し
て
投

入
し
た
。

こ
の
「
美
味
な
る
沈
默
」
号
も
そ
ん
な
中
国
船
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が

〈
大
破
壊
〉
で
、
地
球
と
一

、

緒
に
中
国
が
滅
び
た
も
の
で
、
雑
多
な
難
民
を
乗
せ
た
難
民
船
に
な
っ
て
い
る
。
乗
客
の
半
分
が
金
の

な
い
旅
行
者
で
、
あ
と
の
半
分
は
こ
の
船
を
家
に
し
て
い
る

屑
、
ま
あ
、
宇
宙
の
流
れ
者
た
ち
だ
。

ス
カ

ム

そ
れ
も
し
か
た
な
い
。

魂
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
通
信
に
よ
る
転

送
が
可
能
な
今
、
惑
星
間
の
移
動
に
宇
宙
船
を
使

エ

ゴ

エ

ゴ
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ

、

、

。

、

う
な
ん
て

至
極

非
効
率
で
馬
鹿
馬
鹿
し
い
こ
と
だ

エ
ゴ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ら
光
速
で
移
動
し

現
地
で
レ
ン
タ
ル
し
た
義
体
に
入
っ
て
仕
事
を
始
め
る
の
に
半
日
と
掛
か
ら
な
い
の
に
、
五
ヶ
月
か
け
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て
移
動
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く

「
金
が
な
い
か
ら
」
か
、
そ
う
し
な
い
だ
け
の
理
由
、
例
え
ば
、
宗

、

教
上
の
教
義
で
も
あ
る
か
ら
と
し
か
言
え
な
い
。
魂
の
不
変
性
、
一
回
性
に
こ
だ
わ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

だ
っ
て
、
大
脳
皮
質
装
置
を
入
れ
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
保
険
に
入
る
ご
時
世
で
あ
る
。

ス

タ

ッ

ク

「
や
ー
は
ー
。
ア
リ
ス
！
」

部
屋
か
ら
出
た
途
端
に
、
近
く
の
床
に
据
え
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
で
、
合
成
ビ
ー
ル
（
ア
ル
コ
ー
ル
度

数
７
度
）
を
飲
ん
で
い
た
ホ
ア
ナ
・
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
が
メ
ッ
シ
ュ
経
由
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
飛
ば
し
て
き

た
。
ホ
ア
ナ
は
、
屑
だ
が
、
マ
シ
な
方
で
、
銃
の
腕
も
い
い
の
で

「
美
味
な
る
沈
默
」
号
の
保
安
官

、

ス
カ

ム

助
手
に
雇
わ
れ
て
い
る
。

「
元
気
に
フ
ァ
ッ
ク
し
て
い
る
か
い
？
」

彼
女
の
弱
点
は
、
至
極
、
下
品
で
、
い
つ
で
も
発
情
し
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
れ
も
、
愛
の
形
に
こ
だ

わ
ら
な
い
。
魂
も
義
体
も
女
性
だ
が
、
性
指
向
は
オ
ー
ル
Ｏ
Ｋ
、
強
い
て
言
え
ば
、
ヴ
ァ
ギ
ナ
で
男
を

エ
ゴ

モ

ー

フ

く
わ
え
こ
む
方
が
い
い
、
と
い
う
あ
た
り
。

安
物
で
今
に
も
ぶ
っ
壊
れ
そ
う
な
ケ
ー
ス
型
機
械
外
殻
と
わ
ざ
わ
ざ
、
ア
ク
セ
ス
・
ジ
ャ
ッ
ク
で
優

先
接
続
し
て
い
る
の
は
、
礼
拝
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
仮
想
現
実
で
フ
ァ
ッ
ク
中
か
も
し
れ
な
い
。

Ｖ

Ｒ

「
フ
ァ
ッ
ク
も
し
て
い
る
が
、
取
り
調
べ
中
で
も
あ
る
」
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ア
リ
ス
の
顔
を
読
ん
だ
の
か
、
ホ
ア
ナ
は
報
告
す
る
。

強
制
的
に
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
モ
ー
ド
」
へ
移
行
さ
せ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
の
Ｐ

Ａ

Ｎ
に
よ
れ

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

エ
リ

ア
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
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ば
、
こ
い
つ
は
、
犯
罪
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
「
ナ
イ
ト
・
カ
ル
テ
ル
」
の
末
端
に
す
が
り
つ
い
た
、
チ
ン
ケ

な
虫
だ
。

被
疑
者
と
フ
ァ
ッ
ク
す
る
な
よ
、
Ｖ
Ｒ
だ
ろ
う
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
扱
い
さ
れ
る
ぞ
。

「
大
丈
夫
」

と
ホ
ア
ナ
は
、
笑
っ
て
銃
を
取
り
上
げ
、
ケ
ー
ス
の
頭
を
吹
き
飛
ば
す
。

狙
い
は
小
脳
の
下
。
大
脳
皮
質
記
録
装
置
だ
。

ス

タ

ッ

ク

「
こ
れ
で
こ
い
つ
は
も
う
、
ア
タ
シ
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
れ
な
い
」

「
や
り
す
ぎ
だ
」

と
、
ア
リ
ス
は
ケ
ー
ス
の
安
い
機
械
外
殻
を
ホ
ア
ナ
の
隣
の
椅
子
か
ら
蹴
り
落
と
す
。

「
こ
い
つ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
？
」

「
メ
イ
ン
・
サ
ー
バ
ー
よ
」

火
星
周
回
船
は
、
巨
大
な
街
も
同
様
だ
。

、

。

、

、

魂
を
記
録
し

死
に
備
え
る
エ
ゴ
ブ
リ
ッ
ジ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る

た
い
て
い
の
乗
客
は

２

エ

ゴ

３
ヶ
月
に
一
度
、
魂
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
り
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
。

エ

ゴ

そ
の
お
か
げ
で
、
昨
今
、
命
の
値
段
が
や
た
ら
軽
い
。

誰
か
が
死
ん
で
も
、
も
と
の
魂
が
残
っ
て
い
る
か
ら
、
義
体
を
用
意
す
る
金
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
か
復

エ

ゴ
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活
で
き
る
。
た
い
て
い
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
保
険
に
入
っ
て
い
る
も
の
だ
。
ま
あ
、
買
え
な
い
な
ら
、
到

着
ま
で
、
デ
ー
タ
ス
ト
ア
の
中
で
眠
ら
せ
る
か
、
情

報
体
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
な
奴
隷
労
働
に
つ
い

イ
ン

フ
ォ

モ
ー

フ

て
も
ら
う
か
だ
。
メ
ッ
シ
ュ
の
中
で
テ
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ル
を
数
え
る
簡
単
な
お
仕
事
さ
。

命
の
安
さ
は
、
こ
こ
に
い
る
誰
も
が
分
か
っ
て
い
る
。

ホ
ア
ナ
の
銃
声
に
一
瞬
、
み
ん
な
が
静
ま
り
返
っ
た
が
、
銃
声
の
主
を
確
認
し
、
そ
の
隣
に
ア
リ
シ

ア
と
ド
ン
が
姿
を
表
す
と
、
み
ん
な
納
得
し
た
の
か
、
喧
騒
が
す
ぐ
に
戻
っ
て
き
た
。

保
安
官
助
手
が
犯
罪
者
を
Ｖ
Ｒ
で
拷
問
し
た
挙
句
に
射
殺
す
る
な
ん
て
、
こ
の
船
の
中
じ
ゃ
日
常
茶

飯
事
だ
。

ケ
ー
ス
の
残
骸
は
、
近
く
に
い
た
知
性
化
タ
コ
の
ジ
ャ
ン
ク
屋
「
光
悦
」
が
す
ば
や
く
引
っ
張
っ
て

い
っ
た
。
床
に
落
ち
た
パ
ー
ツ
も
、
光
悦
の
修
理
ド
ロ
ー
ン
が
か
す
め
て
い
っ
た
。

「
光
悦
、
何
か
面
白
い
デ
ー
タ
が
出
た
ら
、
こ
っ
ち
へ
バ
ッ
ク
し
ろ
！
」
と
ア
リ
シ
ア
は
巨
大
な
マ
ダ

コ
の
触
手
を
踏
ん
づ
け
た
。
タ
コ
は
確
か
に
高
い
知
性
を
も
っ
て
い
た
が
、
知
性
化
さ
れ
た
ら
、
人
間

よ
り
狡
猾
で
宇
宙
に
適
応
し
た
生
き
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
毎
度
あ
り
～
」

こ
い
つ
ら
が
な
ぜ
、
日
本
語
を
使
う
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
で

、

、

は
悪
魔
の
魚
扱
い
だ
か
ら

触
手
プ
レ
イ
大
好
き
な
変
態
日
本
人
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
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と
い
う
の
が
ホ
ア
ナ
の
意
見
だ
。

「
で
、
そ
い
つ
が
何
を
し
た
？
」
と
ア
リ
シ
ア
。

「
大
規
模
テ
ロ
の
準
備
」
と
ホ
ア
ナ
。

「
こ
の
船
ご
と
自
爆
で
も
し
よ
う
っ
て
い
う
の
か
？
」

「
だ
い
た
い
、
間
違
い
な
い
」

「
お
い
お
い
、
後
三
日
で
地
球
軌
道
だ
ぞ
」

「
ブ
リ
ッ
ジ
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
ハ
ッ
ク
し
た
馬
鹿
が
い
た
」

「
Ｏ
Ｋ
、
ア
ラ
ー
ト
を
出
し
て
か
ら
、
そ
い
つ
を
ぶ
ち
殺
そ
う
。
デ
ジ
タ
ル
禁
錮
刑
で
、
そ
い
つ
の
肉

体
は
レ
ン
タ
ル
屋
送
り
だ
」

「
そ
う
も
い
か
な
い
よ
」
と
ホ
ア
ナ

「
だ
っ
て
、
そ
い
つ
、
導
師
だ
ぜ
？
」

。

イ
マ

ー
ム

船
倉
の
中
に
は
、
今
も
モ
ス
ク
か
ら
説
教
の
声
が
響
い
て
い
る
。
今
、
こ
の
船
の
中
に
導
師
の
信
徒

が
何
人
い
る
か
な
ん
て
数
え
た
く
も
な
い
。

「

、

」

、

（

）

あ
ー

う
ー

と
ア
リ
ス
は

ま
る
で
ナ
メ
ク
ジ

支
援
Ａ
Ｉ
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
ぼ
ん
く
ら

み
た
い
な
声
を
出
し
た

「
そ
い
つ
、
本
物
？
」

。

「
少
な
く
と
も
４
日
前
ま
で
は
」

「
Ｏ
Ｋ
」
と
ア
リ
ス
は
答
え
て
、
空
中
に
手
を
振
る

「
バ
グ
、
バ
グ
」

。
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床
の
隙
間
か
ら
ざ
っ
と
機
械
虫
の
群
れ
が
湧
い
て
で
て
き
た
。

「
バ
グ
２
１
％
分
」

機
械
虫
の
群
れ
が
メ
ッ
シ
ュ
通
信
で
挨
拶
す
る
。
ス
ワ
ー
ム
ノ
イ
ド
＝
群
体
義
体
の
上
に
ク
ラ
ウ
ド

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
ハ
ッ
カ
ー
「
虫
」
だ
。
２
１
％
と
い
う
の
は
、
群
体
義
体
の
一
部
が

バ
グ

こ
こ
に
姿
を
現
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

い
や
、
ハ
ッ
カ
ー
に
し
ち
ゃ
あ
、
前
向
き
で
ア
ウ
ト
ド
ア
指
向
だ
と
は
想
う
ね
。

「
イ
マ
ー
ム
を
ハ
ッ
ク
し
ろ
」

ア
リ
シ
ア
の
声
に
、
虫
た
ち
は
Ｏ
Ｋ
マ
ー
ク
を
作
っ
た
後
、
ま
た
、
床
の
隙
間
に
消
え
て
い
っ
た
。

あ
と
は
簡
単
な
話
だ
っ
た
。

ア
リ
シ
ア
に
も
、
導
師
へ
の
礼
儀
ぐ
ら
い
あ
っ
た
。

何
し
ろ
、
礼
拝
が
終
わ
る
ま
で
は
待
っ
た
の
だ
か
ら
。

礼
拝
が
終
了
し
た
途
端
、
導
師
は
イ
ス
ラ
ム
教
神
秘
主
義
者
の
回
転
円
舞
を
始
め
た
上
、
礼
拝
場
の

ス

ー

フ

ィ

ー

み
ん
な
に
向
か
っ
て

「
罪
深
き
火
星
周
回
船
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
、
月
の
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
・
ク

、

レ
ー
タ
ー
に
特
攻
し
ま
し
ょ
う
」
と
叫
び
始
め
た
。
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イ
ス
ラ
ム
と
は
「
平
和
」
と
言
う
意
味
だ
。
本
物
の
ム
ス
リ
ム
は
戦
い
を
嫌
う
。
自
分
た
ち
を
守
る

た
め
に
、
戦
う
こ
と
を
厭
わ
な
い
だ
け
だ
。
ま
あ
、
隣
人
愛
を
叫
ぶ
キ
リ
ス
ト
教
に
も
同
じ
理
屈
が
あ

る
が
、
ま
あ
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
。

信
徒
が
あ
た
ふ
た
す
る
前
で
、
イ
マ
ー
ム
は
、
こ
の
行
動
が
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
・
ク
レ
ー
タ
ー
に
あ

る
ド
ー
ム
都
市
「
エ
ラ
ト
ー
」
を
敵
視
す
る
某
企
業
の
陰
謀
で
あ
る
こ
と
ま
で
ペ
ラ
ペ
ラ
と
喋
っ
た
。

企
業
名
だ
け
発
音
で
き
な
い
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
な
プ
ロ
テ
ク
ト
が
か
か
っ
て
い
た
の
は
、
さ
す
が
に
プ

ロ
の
仕
事
だ
。

イ
マ
ー
ム
の
言
葉
は
イ
ス
ラ
ム
で
禁
じ
ら
れ
た
酒
で
も
た
ん
ま
り
飲
ん
だ
よ
う
に
饒
舌
に
な
っ
て
い

っ
た
。
バ
グ
に
よ
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
ブ
レ
イ
ン
が
ハ
ッ
ク
さ
れ
、
酩
酊
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
た
ん
ま
り
流

し
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
マ
ー
ム
の
魂
は
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
詩
の
ご
と
く
、
ジ
ャ
ム
シ

エ
ゴ

ー
ド
王
の
王
宮
で
ワ
イ
ン
を
き
こ
し
め
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

ハ
ッ
ク
さ
れ
た
イ
マ
ー
ム
の
義
体
は
、
そ
の
ま
ま
、
モ
ス
ク
の
外
に
飛
び
出
し
て
、
船
倉
の
中
に
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
真
ん
中
で
メ
ッ
シ
ュ
放
送
を
開
始
す
る
。
テ
ロ
宣
言
だ
。

ア
リ
シ
ア
は
一
応
警
告
し
た
。

「
治
安
を
乱
す
行
動
は
…
…
」

十
五
秒
待
っ
た
。
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冷
静
な
信
徒
が
取
り
押
さ
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
。

、

、

、

だ
が

イ
フ
リ
ー
ト
に
と
り
つ
か
れ
た
イ
マ
ー
ム
は

背
中
に
隠
し
て
い
た
低
重
力
用
の
翼
を
広
げ

船
倉
の
空
中
に
浮
か
び
上
が
る
。
そ
う
し
て
、
法
衣
の
下
か
ら
、
レ
ー
ル
ガ
ン
方
式
の
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ

ン
を
取
り
出
し
た
の
だ
。

「
射
殺
の
正
当
性
７
０
％
」

支
援
Ａ
Ｉ
が
メ
ッ
シ
ュ
上
に
告
知
し
た
瞬
間
、
ホ
ア
ナ
が
ヘ
ビ
ー
・
ピ
ス
ト
ル
を
引
き
抜
き
、
３
点

バ
ー
ス
ト
を
２
回
。
心
臓
を
ぶ
ち
ぬ
い
た
。

イ
マ
ー
ム
が
心
臓
停
止
し
て
、
翼
が
羽
ば
た
き
を
や
め
る
。

、

、

、

低
重
力
の
た
め

ゆ
っ
く
り
と
落
下
を
始
め
た
イ
マ
ー
ム
の
体
は

空
中
で
じ
ゅ
っ
と
燃
え
上
が
り

消
滅
し
た
。

「
お
い
お
い
」
と
ア
リ
シ
ア
が
助
手
を
振
り
返
る
。

「
今
日
は
、
焼
夷
弾
な
ん
か
使
っ
て
な
い
よ
」
と
ホ
ア
ナ
。
持
っ
て
は
い
る
ら
し
い
。

「
あ
り
ゃ
、
反
物
質
の
対
消
滅
反
応
だ
ぜ
」
と
ド
ン

「
緊

急

用

転

送

機
だ
」

。
エ

マ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

・
フ

ァ
ー

キ
ャ

ス
タ

ー

量
子
通
信
で
魂
だ
け
を
遥
か
宇
宙
の
彼
方
に
転
送
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る

エ

ゴ

た
め
に
、
微
量
の
反
物
質
を
内
蔵
し
て
お
り
、
通
信
用
に
使
っ
た
残
り
が
一
瞬
に
し
て
肉
体
ま
で
消
滅

さ
せ
て
し
ま
う
。
何
も
残
ら
な
い
。



16

「
お
い
、
バ
グ
」

「
大
丈
夫
」
と
メ
ッ
シ
ュ
で
返
事

「
行
き
先
は
分
か
っ
て
い
る
」

。

「
じ
ゃ
あ
、
仕
事
は
終
わ
り
だ
」

ア
リ
シ
ア
は
報
告
書
の
作
成
と
艦
橋
へ
の
提
出
を
支
援
Ａ
Ｉ
に
命
じ
て
歩
き
出
す
。

ミ

ュ

ー

ズ

そ
の
夕
方
。
ま
た
、
礼
拝
を
告
げ
る
声
が
船
倉
に
響
き
渡
る
。

宗
教
は
イ
マ
ー
ム
個
人
の
も
の
じ
ゃ
な
い
。
誰
か
が
死
ん
で
も
信
仰
は
続
く
。

「
信
徒
会
が
イ
マ
ー
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
要
請
し
た
そ
う
だ
」
と
ホ
ア
ナ
。

「
体
は
？
」
と
ア
リ
シ
ア

「
反
物
質
で
消
え
た
だ
ろ
？
」

。

「
信
徒
の
体
に
ゴ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
ド
し
て
い
る
」

「
ま
、
明
日
に
は
ケ
ー
ス
に
で
も
入
っ
て
い
る
さ
」

ク
ロ
ー
ン
を
作
る
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
機
械
義
体
な
ら
す
ぐ
に
も
用
意
で
き
る
。

ま
あ
、
そ
ん
な
も
ん
だ
。

魂
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
、
義
体
を
乗
り
換
え
ら
れ
る
今
日
、
イ
マ
ー
ム
が
本
当
に
イ
マ
ー
ム
か
ど

エ

ゴ

う
か
な
ん
て
、
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
エ
ゴ
Ｉ
Ｄ
が
信
用
で
き
な
い
と
い
う
噂
も
多
い
。

だ
が
、
信
徒
た
ち
の
求
め
て
い
る
の
は
個
人
じ
ゃ
な
く
て
、
平
和
な
イ
マ
ー
ム
だ
。
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星
間
企
業
の
秘
密
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
ハ
ッ
ク
さ
れ
て
特
攻
し
な
け
り
ゃ
そ
れ
で
い
い
。

「
一
応
、
地
球
圏
到
着
ま
で
は
、
ア
タ
シ
の
助
手
に
見
張
ら
せ
る
る
こ
と
に
し
た
」
と
ホ
ア
ナ
。

「
助
手
？
」
と
ア
リ
シ
ア
。

「
タ
コ
の
光
悦
が
暇
そ
う
だ
っ
た
か
ら
な
」

ち
な
み
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
タ
コ
が
嫌
い
だ
。
主
に
食
用
と
し
て
の
禁
制
だ
が
。

＃
記
録
終
了
。
潜
在
的
な
「
人
類
絶
滅
の
危
機
」
コ
ー
ド
２
５
７
２
１
を
排
除
。

Ｘ

―

リ

ス

ク

-
-

記
録
者
（
ド
ン
）
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